



聖隷浜松病院 図書室 高橋奈津子 
はじめに 
 当院の看護研究の歴史は古く、「聖隷浜松病院看護部研究集録」は 1980 年の創刊号から
図書室に並んでいる。当時はまだ医局内の医師のための「医局図書室」であったが、職員
全員の「図書室」になった 2004 年頃から看護師も図書室を利用するようになり、2005 年


























 コンテンツとしては、①研究の進め方 ②情報源の種類と特徴 ③医中誌へのアクセス 
④検索語の用い方 ⑤シソーラスとは？ ⑥履歴検索 ⑦看護文献に絞る３つの方法の紹
介 ⑧印刷とデータ保存 ⑨文献の入手方法を用意している。会場の都合上、実際に医中




































⑦看護文献に絞る 3 つの方法の紹介 
 医中誌が看護学だけではなく、医学・薬学・看護学・獣医学とその周辺領域の文献のデ
ータベースであることを説明し、検索結果にノイズが多いと感じたときに看護文献に絞る

























師のアカウントや最新看護索引の利用が 5 月から 8 月頃までピークとなる。講義をするこ
とが図書室が提供しているサービスの広報にも一役かっていると感じる。 
 
最後に 
看護研究に取り組むメンバーは各職場、入職後 3 年目の看護師が中心であるが、病院に
も業務にも慣れてきたからこそ自分のやっている看護に疑問が湧いたり、自信をなくした
りすることが多い。そんな彼らの「3 年目の壁」を解決するためにも「看護研究」を取り
組むようにしているということを以前聞いたことがある。 
図書室としては、納得のいく看護研究に取り組んでいただき、そして「3 年目の壁」を
乗り越えることができることをもちろん願っているが、さらに「研究が終わった後も業務
の合間で文献検索をする」ということが日常になっていただけることを密かに期待してい
る。それは、当院の中長期目標である「よい医療人を育てる」ということ、「よりよい医療
の提供」に繋がるのではないだろうか。そして、病院の中での図書室と図書室担当者の存
在価値のひとつとも考えられると思う。 
注記：この報告は「2014 年度静岡県医療機関図書室連絡会研修会」で発表した内容を
もとにまとめたものである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
講義中の高橋氏 
